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熊
谷
朝
臣

算
）
で
あ

っ
た
。
１
９
５
６
、
１
９
７
５
年

の
ｐ
ｌ
Ｎ

Ｆ
Ｉ
に
よ
る
値
が
、
そ
れ
ぞ
れ
約
８
億
ト

ン
、
約
９
億
ト

ン

で
あ
る
こ
と
と
、
こ
の
時
の
ｐ
ｌ
Ｎ
Ｆ
Ｉ
は
直
近
の
毎

木
調
査
の
結
果
を
使

っ
て
い
る
た
め
ｍ
ｌ
Ｎ
Ｆ
Ｉ
と
違

い
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
以
上
の
値
は
全

て
正
し
く
森
林
炭
素
貯
留
量
の
時
間
推
移
を
追
え
て
い

る
と

い
え
る
。

２
０
１
２
年
の
ｐ
ｌ
Ｎ
Ｆ
Ｉ
に
よ
る
総
炭
素
蓄
積
量

は
‐７

・
５
億
ト

ン
と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
が
、
２
０
１
１
年

今回、森林炭素蓄積量 (炭素換算)の現在値は、m― NFIで3016億トンと推定され、こ

れまでの推定値 (p―NF)の 175億 トンの172倍 となった。

ホ
ン
ト
は
ス
ゴ
イ

日
本
の
森
林

炭
素
貯
留
能
力
、実
は
倍
だ
っ
た
！

地
球
温
暖
化
抑
制
の
観
点
か
ら
、
森
林
の
炭
素

貯
留
能
力
を
正
確
に
知
る
こ
と
は
重
要
だ
。
東
京

大
学
の
研
究
チ
ー
ム
が
日
本
全
国
の
森
林
炭
素
蓄

積
量

・
炭
素
吸
収
速
度
を
新
し
い
調
査
法
で
算
出

し
た
と
こ
ろ
、
従
来
の
評
価
の
約
２
倍
も
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
森
林
管
理
政
策
に

も
影
響
し
そ
う
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
（編
集
部
）

森
林
の
温
暖
化
抑
制
能
力

森
林
は
、
大
気
中
二
酸
化
炭
素
を
光
合
成
を
通
じ
て

吸
収
し
木
材
と
い
う
形
で
貯
蔵
す
る
。
京
都
議
定
書
か

ら
マ
ラ
ケ
シ
ュ
合
意
に
至
る
取
り
決
め
で
、
適
切
な
森

林
管
理
に
基
づ
く
森
林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
は
、
国

ご
と
に
定
め
ら
れ
た
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
目
標
に
組

み
込
む
こ
と
が
で
き
る
と
決
め
ら
れ
て
い
る
。
地
球
規

模
、
ま
た
、
国
レ
ベ
ル
で
も
、
森
林
の
炭
素
貯
留
量
と

炭
素
吸
収
速
度
を
正
確
に
知
る
こ
と
は
、
二
酸
化
炭
素

放
出
削
減
策
と
地
球
温
暖
化
の
抑
制
シ
ナ
リ
オ
の
策
定

に
と

っ
て
重
大
な
意
味
を
持
つ
。

森
林
炭
素
貯
留
量
の
推
定
法

毎
本
調
査

（注
１
）
の
結
果
を
基
本
と
し
て
作
ら
れ

る
森
林
簿

（注
２
）
の
利
用
は
、
森
林
炭
素
貯
留
量
の

最
も
正
確
な
推
定
法
で
あ
る
。
国
家
森
林
資
源
調
査

（Ｎ
Ｆ
Ｉ
）
は
、
日
本
全
国
の
森
林
に
お
け
る
樹
木
の

幹
の
体
積

（材
積
）
を
提
供
す
る
森
林
簿
で
、
次
の
よ

う
な
２
種
類
の
Ｎ
Ｆ
Ｉ
が
あ
る
。

《
ｐ
‐
Ｎ
Ｆ
Ｉ
》
過
去
の
あ
る
時
点
で
行
わ
れ
た
毎
木
調

査
結
果
に
基
づ
き
作
ら
れ
た
収
穫
表

（注
３
）
を
用
い
て
、

そ
の
時
々
の
森
林
の
状
況
を
予
測
し
て
作
ら
れ
た
森
林
簿

《
ｍ
‐
Ｎ
Ｆ
Ｉ
》
そ
の
時
々
の
毎
木
調
査
の
結
果
か
ら
直

接
作
ら
れ
た
森
林
簿

１
９
７
０
年
代
以
前
、
毎
回
の
ｐ
ｌ
Ｎ
Ｆ
Ｉ
で
毎
本
調

査
が
行
わ
れ
て
収
穫
表
が
作
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
降
、

現
在
に
至
る
ま
で
１
９
７
０
年
代
に
作
ら
れ
た
収
穫
表
が

使
い
続
け
ら
れ
て
い
る
。
一方
、
ｍ
ｌ
Ｎ
Ｆ
Ｉ
は
１
９
６
１
、

１
９
６
６
年
に
日
本
全
国
１
万
点
の
調
査
地
で
毎
木
調
査

が
行
わ
れ
た
後
、
１
９
９
９
年
に
調
査
方
法
が
改
訂
さ
れ

る
ま
で
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
１
９
９
９
～
２
０
０
３

年

（調
査
期
間
は
５
年
）
の
ｍ
ｌ
Ｎ
Ｆ
Ｉ
は
十
分
な
信
頼
性

を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
続
く
２
０
０
９
～
２
０
１
３

年
の
ｍ
ｌ
Ｎ
Ｆ
Ｉ
で
は
、
計
画
調
査
地
は
１
万
４
８
３
８

点
に
の
ぼ
り
、
調
査
者
は
技
術
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
、
専

門
家
が
調
査
結
果
の
正
確
さ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、

史
上
最
も
信
頼
性
の
高
い
Ｎ
Ｆ
Ｉ
と
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
推
定
の
と
ん
で
も
な
い
間
違
い

１
９
６
１
、
１
９
６
６
年

の
ｍ
ｌ
Ｎ
Ｆ
Ｉ
に
よ
る
総

炭
素
貯
留
量
は
、
約
８
・５
億
卜

／
（以
下
、
全
て
炭
素
換

東
京
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の
ｍ
ｌ
Ｎ
Ｆ
Ｉ
は
、

２６

・
９６
億
～
３０

．
１６
億
ト

ン
と
な
り
、

真

値

（
ｍ

‐

Ｎ

Ｆ

Ｉ

）

は

ｐ

‐

Ｎ

Ｆ

Ｉ

の

最

大

１

・

７２

倍
と
な

っ
た
。

１
９
５
６
～
１
９
７
５
年
の
ｐ
ｌ
Ｎ
Ｆ
Ｉ
と

ｍ
ｌ
Ｎ

Ｆ
Ｉ
の
総
炭
素
貯
留
量
推
定
値
の
確
か
ら
し
さ
か
ら
、

１
９
６
６
年
の
ｍ
ｌ
Ｎ
Ｆ
Ｉ
に
よ
る
値
８

・
３４
億
ト

ン
を

信
頼
し
て
、
１
９
６
６
～
２
０
１
２
年
の
ｐ
ｌ
Ｎ
Ｆ
Ｉ

に
よ
る
森
林
炭
素
吸
収
速
度
と
１
９
６
６
～
２
０
１
１

年

の
ｍ
ｌ
Ｎ
Ｆ
Ｉ
に
よ
る
も

の
を
算
出
、
比
較
し
た
。

ｐ
ｌ
Ｎ
Ｆ
Ｉ
、
ｍ
ｌ
Ｎ
Ｆ
Ｉ
に
よ
る
推
定
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、

１
９
９
０
万

ン
ト
／
年
と
４
１
４
０
万
～
４
８
５
０
万

ン
ト

／

年

と

な

り

、

真

値

（
ｍ

‐

Ｎ

Ｆ

Ｉ

）

は

ｐ

ｌ

Ｎ

Ｆ

Ｉ

の

最
大
２

・
４
倍
、
少
な
く
見
積
も

っ
た
場
合
で
も
２
倍

を
超
え
る
と
い
う
驚
く
べ
き
結
果
と
な
っ
た
。

な
ぜ
間
違
い
は
生
じ
た
か

ｐ
ｌ
Ｎ
Ｆ
Ｉ
の
問
題
点
は
、
大
き
く
分
け
れ
ば
二

つ
あ
る
。
一
つ
は
、
直
接
現
場
に
赴
き
森
林
地
を
確
定

す

る

ｍ
ｌ
Ｎ
Ｆ
Ｉ
で
の
日
本
全

体

の
森

林

面
積

２
５
９
０
万
診
と
い
う
見
積
も
り
に
対
し
、
ｐ
‐
Ｎ

Ｆ
Ｉ
に
よ
る
推
測
は
、
２
３
７
０
万
じ
と
Ю
％
近
く

低

い
値
に
な

っ
て
し
ま

つ
て
い
る
こ
と
。
も
う

一
つ

は
、
ｐ
ｌ
Ｎ
Ｆ
Ｉ
に
よ
る
見
積
も
り
を
決
定
し
て
し

ま
う
収
穫
表
が
１
９
７
０
年
代
に
作
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
、
我
が
国
の
森
林
の
現
状
を
推
定
す
る
に
は
時

代
遅
れ
と
な

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
で
、
そ

の
理
由
を
考
え
る
。

０
収
穫
表
を
作

っ
た
１
９
７
０
年
代
に
残

っ
て
い
た

老
齢
木
は
、
成
長
の
良
い
も
の
は
第
二
次
世
界
大
戦
前

に
大
部
分
が
伐
採
さ
れ
、
成
長
の
悪
い
も
の
ば
か
り
が

残

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
近
年
の
研
究
成

果
に
よ
り
、
老
齢
木
の
成
長
速
度
は
、
こ
れ
ま
で
考
え

ら
れ
て
い
た
よ
り
も
意
外
と
大
き
い
と
い
う
こ
と
が
分

か
っ
て
い
る
。

②
近
年
進
む
地
球
温
暖
化
は
、
特
に
日
本
の
よ
う
な

温
帯
の
森
林
の
成
長
速
度
を
高
め
る
。
ま
た
、
近
年
進

む
大
気
中
二
酸
化
炭
素
濃
度
の
高
ま
り
は
、
大
陸
か
ら

の
窒
素
降
下
物
が
あ
る
日
本
で
は
、
直
接
の
施
肥
効
果

と
な
り
成
長
速
度
を
高
め
る
。

③
適
切
な
森
林
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
前
提

で
収
穫
表
は
作
ら
れ
て
い
る
が
、
近
年
問
題
と
な

っ
て

い
る
間
伐
遅
れ
の
条
件
下
で
は
、
収
穫
表
は
正
し
く
森

林
材
積
を
推
定
で
き
な
い
。
ま
た
、
間
伐
不
足
は
森
林

内
の
比
較
的
小
さ
い
木
の
本
数
と
材
積
を
増
や
し
、
結

果
と
し
て
、
森
林
全
体
の
材
積
を
増
や
す
。

我
が
国

の
森
林
行
政
機
関
、
す
な
わ
ち
、
林
野
庁

は
今

で
も
、
我
が
国

の
総
森
林
材
積
か
ら
森
林
炭
素

蓄
積
量

の
値
ま
で
、

ｐ
ｌ
Ｎ
Ｆ
Ｉ
に
よ
る
推
定
値
を

公
式
の
真
正
値
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
新
の
森
林
・

林
業
白
書

（
２
０
２
０
年
８
月
現
在
）
で
の
日
本

の

総
森
林
材
積
は
、

５２
億
立
方
屑
と
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
は
明
ら
か
に
過
小
評
価

で
、
真
値

の

５８
～
６４
％
に
過
ぎ
ず
、
実
際

の
総
森
林
材
積
は
８０
億

立
方
肩
弱
に
達
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
森
林
生
産
管

理
や
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
策
に
関
す
る
適
切
な
政

策
決
定
に
、
実
際
に
は
驚
異
的
な
ほ
ど
大
き

い
我
が

国

の
森
林
蓄
積
量

・
炭
素
吸
収
速
度
を
速
や
か
に
反

映
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

今
、
ま
さ
に
２
０
１
４
～
２
０
１
８
年
の
ｍ
ｌ
Ｎ
Ｆ

Ｉ
が
完
了
し
、
現
在
、
そ
の
結
果
の
解
析
が
進
ん
で
い

る
。
こ
の
最
新
の
ｍ
ｌ
Ｎ
Ｆ
Ｉ
で
は
、
よ
り
精
度

・
確

度

の
高

い
森
林
情
報
が
得
ら
れ
る
と
期
待
さ
れ
て
い

る
。
よ
り
良

い
Ｎ
Ｆ
Ｉ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら
も

ｍ
ｌ
Ｎ
Ｆ
Ｉ
を
継
続
的
に
行
う
か
、
経
費
的
に
困
難
な

ら
ば
、
最
新
の
ｍ
ｌ
Ｎ
Ｆ
Ｉ
を
利
用
し
て
収
穫
表
を
更

新
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
最
新
の
収
穫
表
を
用

い
た
ｐ
ｌ
Ｎ
Ｆ
Ｉ
な
ら
ば
信
頼
性
の
高

い
森
林
炭
素
蓄

積
量
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

注
１
）
毎
本
調
査

一
森
林
の
中
に
調
査
区
画
を
設
け
て
、
そ
の
中
の
本
を
全

て
、
ま
た
は
、
何
本
か
抜
き
出
し
、
１
本
ご
と
に
高
さ

（樹
高
）
や
胸

の
高
さ
の
直
径

（胸
高
直
径
）
な
ど
を
測
る
こ
と
。

注
２
）
森
林
簿

一
森
林
の
位
置
、
樹
種
、
林
齢
、
幹
の
体
積

（材
積
）
、
成
長
量
、

保
安
林
等
制
度
の
有
無
、
森
林
評
価
等
の
情
報
が
記
載
さ
れ
た
台
帳
。

注
３
）
収
穫
表

¨
あ
る
森
林
の
区
画
に
お
い
て
、
樹
種
　
土
地
の
良
し
悪
し

（地

位
）
か
ら
、
本
の
本
数
、
樹
高
、
胸
高
直
径
、
材
積
等
が
森
林
の
年
齢

（林

齢
）
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
く
か
を
示
し
た
表
。
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今回、年当たりの森林炭素吸収速度 (炭素換算)の現在値は、m― NFIで4850万 トンと推定され
これまでの推定値 (p NFI)の 1990万トンの244倍となった。

本研究の詳細については、下記の論文を参照されたい。

Egusa, T, Kumagai,T &Shiraishi, N (2020)CarbOn stock in Japanese forests has been greatly underestimated, Scientilc

RepOrts,10,7895,https://wvvw nature com/articles/s41598‐ 020‐ 64851‐ 2

実際は

4850万
炭素 トン/年

豊●9◎贋鱗炭素トン/年
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